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伊達 勲

今月の扉には永谷哲也先生から「Festina lente」をいただいた．ラテン語の格言で，日
本語では「ゆっくり急げ」という意味だそうである．一見相反する 2単語が並べられ
ているが，永谷先生のおっしゃるとおり，脳神経外科の手術では「ゆっくり急ぐ」のは
とても大切な心構えである．手が速く動くのが必ずしもうまい手術ではなく，手の動き
はゆっくりでも，緩急・強弱がつき，リズムが全体のバランスを取っている手術が理想
だという永谷先生のご意見にまったく賛成である．
高安正和先生からは頚椎人工椎間板治療の総説をいただいた．本手術を最も多く経験
してこられた高安先生ならではの，とてもわかりやすい総説である．現在，日本で使わ
れている製品にたどり着くまでの人工椎間板の歴史と，現時点での治療成績，そして今
後どのように展開していくかについての理解が進んだ．脊髄脊椎をサブスペシャリティ
ーにしている読者だけではなく，一般の脳神経外科医にもぜひ熟読をお勧めする．
その他，本号には「遺伝子検査に基づく抗てんかん薬誘発薬疹の回避」「AI技術と医
用画像処理」の 2編の興味ある論文ならびに症例報告 9編が掲載されている．
新型コロナウイルス感染予防のため，各施設でオンラインでの講義，セミナー，会議
などが行われていると思われる．私の施設でも，学生の講義が一気にオンラインに切り
替わったため，Zoom，Teams，Webex，MoodleなどのWebシステムを短時間でマスタ
ーしなければならず，講習会が頻繁に開催された．Webシステムでの講義や会議を行
って感じたのは，学生がスライドを自身のパソコンで見られるため，オンライン講義の
ほうが講義室での講義より理解しやすいとの意見が多いことや，会議がかえってスムー
スに進められる場合もあることである．また，それぞれのWebシステムに種々の工夫
がされていて，録画・録音，インタラクティブ，投票，アンケートなどに十分対応でき
るのを実践で学んだ．今後，コロナ禍が落ち着いたとしても，オンラインでのコミュニ
ケーションは，私たちの生活の重要な位置を占めることになるであろう．まだ都市圏に
限られている 5Gが本年中には全国に展開されると予想され，オンラインでのコミュニ
ケーションの有用性・実用性はさらに向上するであろう．
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